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皆さんこんにちは、淡路でございます。日頃より、当行をカバーしていただき誠にありがとうござ

います。それでは、資料に基づき説明いたします。 
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まず、3 ページをご覧ください。 

初めに業績の概要です。資金利益ですが、貸出金末残が前年同期比プラス 4.1%、また国内業務部

門貸出金利回りが前年同期比プラス 0.06%となり、前年同期比 127 億円の増加。また、役務取引

等利益も 18 億円増加し、第 3 四半期として、過去最高となりました。 

与信関係費用は、３Q で新規発生が低位であったことから、通期計画の約半分の 66 億円となって

います。単体の四半期純利益は 56 億円増加の 564 億円。連結の四半期純利益は 44 億円増加の

545 億円となり、単体、連結いずれも過去最高となりました。 
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1 ページ飛ばしまして、5 ページをご覧ください。 

資金利益ですが、金利上昇を取り込みまして全体で 127 億円増加しました。国内部門ですが、預

貸金利息が 36 億円の増加、有価証券利息配当金が 32 億円、また、その他に含まれております日

銀預け金利息が 48 億円増加するなどにより、106 億円の増加となりました。  
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また、1 ページを飛ばして、7 ページをご覧ください。 

貸出金は、これまでの好調を維持しており、全体で前年同期比 4.1%増加しました。これをエリア

別で見ますと、右上のグラフのとおり、千葉県外が残高の伸びを牽引しています。また、千葉県内

の成長エリアの事業性貸出も前年同期比 3.3%増加と堅調です。 

右下の預金は、前年同期比で 2.9%の増加です。全体で 4,500 億円増加しており、そのうち約 55%

は個人預金の増加によるものです。 
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次の 8 ページをご覧ください。 

有価証券です。引き続きリスクを抑制した運用を行っており、円債の平均残存期間はやや低下しま

した。また、有価証券関連損益では、政策投資株式や純投資株式の売却を進めており、株式売却益

が前年に比べて 16 億円増加しました。 
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9 ページをご覧ください。 

その他有価証券の評価損益は、ヘッジ勘案後で約 1,800 億円と引き続き大きくプラスを維持してい

ます。金利上昇によって円債の含み損がやや増加しておりますが、想定の範囲と考えています。 

固定債の投資については、金利上昇のタイミングを捉えて、慎重に進めていきたいと考えていま

す。 

  



 
 

 

10 
 

 

10 ページをご覧ください。 

役務取引等利益は法人ソリューション関連、特にシ・ローン等が好調であり、全体で前年同期比

18 億円増加の 226 億円となりました。 
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預かり資産関連について、11 ページをご覧ください。 

預かり資産関連収益は、平準払保険の継続手数料の減少などにより、全体では前年同期比 7 億円の

減少となりましたが、投資信託の販売額は前年同期比約 4 割増加し、投信関連手数料については前

年同期比でプラスに転じています。 

また、右下をご覧いただきますと、投資信託販売金額の半分以上はアプリや積立などの非対面チャ

ネルに移行しており、ビジネスの中身として良い変化ではないかと考えています。 

当行の個人ビジネスについては、預かり資産だけでなく、住宅ローン、キャッシュレス、相続・信

託、無担保ローンなどあらゆる相談に対応する「個人の総合コンサルタント」を目指す方針として

おり、預かりを含む個人ビジネス全体での業務粗利益は中計開始時点から約 30 億円増加している

ことから、全体としては堅調と考えています。 
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12 ページをご覧ください。 

キャッシュレス事業は加盟店数、会員数、両方とも着実に増加しており、取扱高も拡大していま

す。 

地域エコシステム戦略を進めたいと考えており、引き続き顧客基盤を拡大してまいります。 
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13 ページをご覧ください。 

与信関係費用です。前年同期に比べて 65 億円の増加となりました。不良債権比率は 0.92%と低

く、地銀トップレベルの健全性を維持しております。 

足許の新規発生の状況については後ほど、補足説明させていただきます。14 ページをご覧くださ

い。 

  



 
 

 

14 
 

 

経費についてです。中計で掲げた戦略的投資や中途採用を強化したこと等により物件費が 23 億円

増加しており、全体でも 36 億円の増加となっています。 

年度計画 895 億円に対する進捗率は 74.8%であり、計画通りの進捗となります。 

OHR は、単体・連結とも 46.54%に低下しており、地銀トップクラスの効率性を維持しておりま

す。 
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15 ページをご覧ください。 

先週の第 3 四半期決算発表に合わせて、4 円の増配を発表いたしました。右下に記載の通り、これ

で通期の配当額が 40 円となり、業績予想に対する配当性向も長期目標としていました 40%を上回

る水準まで上昇しました。 

ROE は四半期決算の暫定的な水準ではありますが、株主資本ベースで前年同期比約 0.4 ポイント

上昇と改善しております。 

CET1 比率はバーゼルⅢ最終化完全実施ベースの水準で試算すると、11.92%となります。これまで

申し上げている通り、ターゲットレンジ 10.5%から 11.5%を上回っておりますので、還元の更なる

強化や成長投資などを検討してまいります。 
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次に、足許のトピックについてお話しいたします。飛びまして 18 ページをご覧ください。 

金利上昇の足許の取り込みについてです。事業性貸出については、プライム連動、固定金利、市場

連動のいずれも高い追随率となっています。 

また、本年 1 月より、住宅ローンの変動金利貸出についても、短期プライムレートの引き上げが反

映されています。 
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19 ページをご覧ください。 

金利上昇影響のシミュレーションとして、今年度の資金利益計画に対する増益効果を試算していま

す。 

中央、現在の政策金利 0.5%が継続した場合のシミュレーションについては、次期中計の最終年度

に向けて 300 億円前後の増益効果があるとみています。 

また、右側の政策金利のターミナルを 1%と想定した場合のシミュレーションでは、同様に 600 億

円から 650 億円程度の増益効果が見込まれます。 

なお、このシミュレーションには今後のボリューム増加効果は含まれておりません。金利上昇効果

のみを反映させています。 
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20 ページをご覧ください。 

与信関係費用の新規発生の状況についてです。 

上期は大口の新規発生が複数発生したことから、前年同期比で発生額が大きく増加しましたが、こ

の 3Q では低位に抑制されており、資産の健全性について悪化の兆候は見られていません。 

引き続き、取引先の実態の把握、また伴走支援を徹底することで、与信関係費用の発生を抑えてい

きます。 
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21 ページ、ご覧ください。 

エッジテクノロジーについてです。昨年 12 月に完全子会社化いたしました。 

現在、PMI を進めており、戦略計画分科会、AI ビジネス分科会、リスク管理分科会の３つの分科

会を設けております。 

この３つの分科会により連携を加速し、シナジーの創出に向けた施策を検討しているところです

が、短期的に進んでいる施策もございます。例えば、銀行のマーケティングモデル高度化計画の策

定が完了したほか、エッジ社が提供する AI 教育講座「AI ジョブカレ」を、当行グループに導入

し、全行員に受講を推奨しております。これにより、行員の AI リテラシーを高めていきたいと考

えています。 

当行グループは本年を「AI 元年」と位置づけ、グループ全体の AI リテラシーを向上させ、AI ネイ

ティブな会社に近づいていきたいと考えています。 

AI ソリューションの提供や AI による効率化についても検討を進めており、シナジーの着実な実現

に向け、引き続き施策を強化していきます。 

私からの説明は以上です。 
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